
 

令和 6年 8月 6日 

関係各位   

京都市立堀川高等学校 

                              校長  橋詰 忍 

 

文部科学省スーパーサイエンスハイスクール（SSH）研究指定校 

京都市立堀川高等学校  

第２６回 教育研究大会のご案内（一次） 
 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。また、平素は本校教育活動に格別のご理

解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、来る 11 月 8 日（金）に、本校におきまして第 26 回教育研究大会を下記のとおり開催

いたします。 

本大会は、京都市立高等学校教育改革のパイロット校に指定された本校の教育活動を公開

し、ご指導とご助言を仰ぐとともに、よりよい高等学校教育の実現に向けて活発な交流を行うた

めに開催するものでございます。 

本大会では、学びの意欲と自己調整力を高めるための取組などを報告する全体会に加え、研

究授業や公開授業、および教科別分科会を実施いたします。 

ご多用のことと拝察いたしますが、多くの方々にご来校、ご参観いただき、ご指導を賜りたくご

案内申し上げます。 

記 

1. 研究大会テーマ 

 「適切な自己評価、自己分析をし、行動に移すことができる生徒の育成」 

2. 実施日時等 

日時 ： 令和 ６ 年 11 月 ８ 日（金） 10：00 ～ 16：25 

場所 ： 京都市立堀川高等学校 本館 

（京都市中京区東堀川通錦小路上る四坊堀川町 622-2） 

 

・プログラム 

※ 時間等につきましては現在の予定であり、今後変更する場合がございます。10 月中旬に本校

WEBサイトに掲載する二次案内にてあらためてご確認ください。 
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３. 内 容 

(1) 事前動画配信 

※ 当日の（3）教科別分科会・（4）全体会での議論が活発なものとなるよう、本校での教育活動に関

する動画を、ご参加のみなさまに事前に配信させていただきます。 

・本校の教育課程と今年度の研究大会テーマについて 

本校では令和 3 年度まで 3 学年とも週 35 時間の時間割を組んでいましたが、生徒各自の

学びの意欲と自己調整力を高めるために、令和 4 年度入学生から 1 年次 34 時間、2 年次前

期 33 時間、後期 32 時間、3 年次 30 時間と段階的に授業時数を減じていく教育課程に変更

しました。 

それにより生じた時間を有効に活用すべく、1 年次には、生徒が自分自身の学びの目的・目標

やその実現に向けて、生徒同士で学習を見通し、分析し、学習の方法を考える力をつけるために、

クラスで自分が学ぶ目的や学び方の交流をしたり、自分の学びを振り返ったりする「学びのアセ

スメント」の時間を設けました。また、総合的な探究の時間「探究基礎」の内容などの変更をおこ

ない、2 年次後期には、テーマ・活動時間・場所などの自由度を高めた活動「Academic 

Project」の時間を設けました。 

このような取組を通して、生徒の自ら学びをデザインする力が高まれば、3 年次の授業時数減

で生じた時間を生徒が有効に活用するのではないかと考えております。 

令和 4 年度入学生が 3 年生となった今年度の様子とこれまでの 2 年間について、研究大会

当日に先立ってご紹介します。 

(2) 研究授業Ⅰ・Ⅱ（公開授業Ⅰ・Ⅱ） 

・各教科の研究授業実践（国語、地歴・公民、数学、理科、英語） 

・公開授業の実施教科・科目につきましては、10月中旬に本校WEBサイトに掲載する二次案内にて 

ご確認ください。 

(3) 教科別分科会 

・研究授業ⅠおよびⅡに関する研究協議 

・授業時数減をはじめとしたカリキュラム改編の影響を教科としてどのように分析し工夫してきたか、 

 また、授業の内外を問わず指導のあり方について今後改善すべきことはどのようなことか、などにつ 

 いて議論したいと考えています。 

(4) 全体会 

・「新しい教育課程の目標と評価」 

学習指導要領の本格実施から 2 年半が経過し、各校で令和 4 年度以降実施している教育

課程についての成果と課題を捉えつつあるところかと思います。そこで、全体会では、本校の教育

課程における課題を報告するとともに、参加いただいた先生方の学校における教育課程のねらい

やしかけ、工夫などについて意見交換をしたいと考えております。 

テーマに関する事前アンケートを依頼させていただく予定です。申込時にあわせてご回答いた

だければと存じます。また、全体会でもご発言いただければと思います。 

 

４. その他 

 申込方法等は、10月中旬に本校WEBサイトに掲載する二次案内にてご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

以上 

（本研究大会のお問い合わせ先） 

京都市立堀川高等学校 研究部（逵、松本） 

メール ： kenkyu-info@horikawa.ed.jp 

電話  ： 075-211-5351 


